
今号の表紙

嫁ごの尻たたき
　1月14日、小倉の住吉神社で古くから残る風習
「嫁ごの尻たたき」が11年ぶりに行われました。
　参拝に訪れた花嫁は、神社で待ち受けていた子
どもたちから手荒い祝福を受けました。

（10ページに掲載）
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春
日
の
婿
押
し

重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　

春
日
市
を
代
表
す
る
伝
統
行
事
で
あ
る

「
春
日
の
婿
押
し（
婿
押
し
祭
り
）」。前
年
に

結
婚
し
た
新
郎・
新
婦
を
祝
う
た
め
に
、毎
年

１
月
14
日
に
春
日
神
社
で
行
わ
れ
る
盛
大
な

祭
り
で
、そ
の
歴
史
は
数
百
年
を
経
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
類
を
み
な
い
こ
の
行
事
は
、

平
成
７
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
厳
粛
で
勇
壮
な
姿

を
見
よ
う
と
、毎
年
、市
内
外
か
ら
多
く
の
見

物
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

今
年
は
前
日
か
ら
の
積
雪
が
所
々
に
残

り
、時
折
み
ぞ
れ
が
降
る
ほ
ど
の
寒
さ
の
中
、

４
組
の
夫
婦
を
祝
う
た
め
、約
50
人
の
氏
子

な
ど
が
締
め
込
み
姿
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

国
の
指
定
後
、今
回
で
15
回
目
の
開
催
と

な
る
婿
押
し
祭
り
。都
市
化
が
進
む
中
で
も
、

そ
の
伝
統
を
固
く
守
り
、継
承
し
て
い
く
姿

を
、今
年
の
様
子
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

春
日
の
婿
押
し

春
日
の
婿
押
し

〜
国
指
定
15
周
年
特
別
企
画
〜
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１　
子
ど
も
の
樽た
る
と
り

　

春
日
地
区
子
ど
も
会
に
加
入
し
て
い
る
小
学
生
男
子
な
ど
が
締

め
込
み
姿
に
な
り
、宿
に
置
か
れ
た
樽
を
奪
お
う
と
三
期
組
合
の

青
年
に
飛
び
掛
か
る
。こ
の
樽
は
、後
の「
樽
せ
り
」で
神
酒
樽
と
し

て
使
用
す
る
た
め
、青
年
は
奪
わ
れ
ま
い
と
必
死
に
守
り
抜
く
。

２　
左さ
ぎ
ち
ょ
う

義
長
点
火

　

子
ど
も
の
樽
取
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
ろ
、神
社
鳥
居
前
に
積

み
上
げ
ら
れ
た
、高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
も
な
る
左
義
長
に

点
火
さ
れ
る
。

３　
宿
の
行
事

　

春
日
地
区
公
民
館
内
で
、厳
粛
な
し
き
た
り
に
沿
っ
て
、①
開
会

の
辞
②
三
期
組
合
代
表
挨
拶
③
氏
子
総
代
挨
拶
④
自
治
会
長
祝
辞

⑤
花
婿
挨
拶
⑥
花
嫁
熨の

し斗
出
し
⑦
前
酒
⑧
婿
と
婿
抱
き
の
盃
⑨
閉

会
の
辞—

と
粛
々
と
進
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、⑧
の「
婿
と
婿
抱
き
の
盃
」の
際
に
あ
げ
ら
れ
る
御
謡
の

３
番
が
始
ま
る
と
、樽
を
持
つ
青
年
団
長
と
副
団
長
が「
ヨ
ー
シ
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
宿
を
飛
び
出
し
、神
社
拝
殿
で
待
つ
宮
司
に

樽
を
渡
す
。受
け
取
っ
た
宮
司
は
、そ
の
樽
を
神
前
に
供
え
る
。

４　
若
水
祭

　

氏
子
総
代
、自
治
会
長
お
よ
び
役
員
が
拝
殿
へ
向
か
い
、宮
司
の

も
と
神
前
行
事
を
執
り
行
う
。

　

そ
の
後
、神
前
の
神
酒
樽
と
若
水
の
入
っ
た
桶お
け

が
鳥
居
前
に
運

ば
れ
、宮
司
が
ま
ず
若
水
桶
を
副
団
長
に
渡
し
、そ
れ
を
副
団
長
が

若
水
置
台
の
青
年
に
渡
す
。次
い
で
、神
酒
樽
が
団
長
に
渡
さ
れ
る

と
、団
長
は
中
の
神
酒
を
一
気
に
飲
み
干
す
。

１.子どもたちから樽を死守する青年たち（上写真は昨年のもの）２.赤く燃え上がる左義長３ｰ１.宿の行事（花婿挨拶）

４.宮司から受け取った神酒樽の神酒を一気に飲み干す青年団長 3 ｰ 2.宿の行事（前酒）
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５　
樽
せ
り

　

団
長
が
神
酒
を
飲
み
干
し
、樽
を
片
手
に
振
り
回
し
な
が
ら
、左

義
長
を
左
へ
３
周
回
り
終
わ
る
と
同
時
に
、氏
子
一
同
が
樽
に
飛

び
つ
き
、御
池
に
飛
び
込
む
。

　

こ
の
場
面
が
婿
押
し
祭
り
の
一
番
の
見
所
。い
て
つ
く
寒
さ
の

中
、群
集
に
見
守
ら
れ
、男
衆
は
樽
を
奪
お
う
と
ぶ
つ
か
り
合
う
。

人
囲
い
の
上
に
乗
っ
た
氏
子
が
次
々
に
樽
を
踏
み
割
ろ
う
と
幾
度

と
な
く
蹴
り
、よ
う
や
く
樽
が
割
ら
れ
る
と
、五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
と
開
運
を

招
く
と
い
わ
れ
る
そ
の
木
片
を
奪
い
合
い
、樽
せ
り
が
終
わ
る
。

６　
お
汐し
お
い
取
り

　

樽
せ
り
が
終
わ
る
と
、一
同
は「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
」の

掛
け
声
で
御
汐
井
川
側
の
九
郎
天
神
社
ま
で
走
り
、参
拝
後
に
境

内
に
供
え
た
御
汐
井（
砂
）を
手
で
つ
か
み
、御
池
下
ま
で
走
っ
て

戻
る
。一
同
が
そ
ろ
う
と
、境
内
の
御
汐
井
揚
石
に
そ
れ
を
あ
げ
て

拝
殿
に
向
か
う
。

７　
婿
押
し（
婿
揉も

み
）

　

婿
揉
み
に
は「
拝
殿
揉
み
」と「
空
揉
み
」が
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
花
婿
と
そ
の
付
き
添
い
で
あ
る
婿
抱
き
を
囲
み
、

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
回
り
な
が
ら

揉
み（
押
し
）合
う
。

　

拝
殿
揉
み
で
は
、音
頭
取
り
に
合
わ
せ
て
祝
い
歌
の
１
〜
３
番

ま
で
が
歌
わ
れ
る
。こ
の
際
、幼
児
た
ち
が
父
親
や
知
り
合
い
の
肩

に
乗
せ
ら
れ
る
。

　

拝
殿
揉
み
が
終
わ
る
と
、一
同
は
境
内
下
の
段
へ
向
か
う
。そ
こ

で
祝
い
歌
の
２
番
を
歌
い
、再
び
婿
揉
み
を
行
う（
空
揉
み
）。そ
の

ま
ま
鳥
居
を
く
ぐ
り
、火
の
見
櫓や
ぐ
ら

跡
の
下
ま
で
揉
み
な
が
ら
移
動

す
る（
こ
の
と
き
、花
婿
と
婿
抱
き
は
御
池
の
外
を
回
る
）。

7.花婿と婿抱きを輪の中心にし、回りながら勇ましく揉み合う

5.白い湯気を立ち昇らせながら、威勢良く樽を割ろうとする

6.樽せり後、一同は御池から上がり、汐井を取りに行く
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８　
若
水
祝
い

　

一
同
は
火
の
見
櫓
跡
の
下
に
集
ま
り
、御
池
を
回
る
花
婿
と
婿

抱
き
を
待
つ
。こ
こ
で
花
婿
と
婿
抱
き
を
輪
の
中
に
入
れ
、祝
い
歌

の
３
番
を
歌
い
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
」と
揉
み
合
い
な
が

ら
、若
水
置
台
の
下
へ
移
動
す
る
。

　

一
同
は
花
婿
と
婿
抱
き
を
囲
み
、ほ
お
か
む
り
に
し
て
い
た
手て

拭ぬ
ぐ
いを
手
に
し
て
、花
婿
の
頭
の
上
に
投
げ
か
け
る
。全
員
で
祝
い
歌

の
１
番
を
歌
い
終
わ
る
と
、三
方
か
ら
桶
に
入
っ
た
若
水
が
花
婿

に
向
け
て
打
ち
掛
け
ら
れ
る
。

９　
千
秋
楽

　

若
水
祝
い
が
終
わ
る
と
、一
同
は
手
拭
を
振
り
回
し
な
が
ら
、左

義
長
の
火
の
回
り
を
駆
け
巡
り
、年
長
代
表
の
音
頭
で
３
回
の
手

打
ち
を
し
て
一
連
の
行
事
を
終
え
る
。

　　祭りを執り行う

「三期組合」
　祭りの実施主体は、春日神社の16歳から45
歳までの氏子で組織される「三期組合」と呼ば
れる独特の年齢階

かいてい
梯組織。「三期」という名称

の由来には諸説あり、確かなものはありませ
んが、春日地区の男性は古くからこの三期組
合に必ず入るしきたりがあり、集落の維持と
発展の役割を担ってきました。
　この組織が崩壊せずに存続することができ
た大きな理由が、地区の最大行事である「婿押
し」の重要な担い手であったということです。

9.左義長を囲み、祭りの終わりを告げる

8.若水を花婿に打ち掛けて祝福する一同

　
婿
押
し
祭
り
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
あ

る
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書

（
平
成
６
年
春
日
市
教
育
委
員
会
発
行
）を
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）に
置
い

て
い
ま
す
。



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専

修
学
校
な
ど
に
お
い
て

修
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に

対
し
て
、市
は
修
学
資
金
や
入

校
支
度
金
を
貸
与
し
て
い
ま

す
。た
だ
し
、収
入
基
準
や
対
象

と
な
る
学
校
な
ど
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
平
成
21
年
度
に
中
学
校

ま
た
は
高
等
学
校
を
卒

業
予
定
の
人
、も
し
く

は
平
成
21
年
度
に
高
等

学
校
を
中
退
し
た
人

貸
与
額

○
修
学
資
金

　

▽
専
門
課
程

   　

月
額
５
万
３
０
０
０
円

　

▽
そ
の
他
の
課
程
な
ど

　
　

月
額
３
万
円

○
入
校
支
度
金　

10
万
円

※　

い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
。

申
請
期
限　
４
月
30
日
㈮

申
請
先　
福
祉
計
画
課
地
域
福

祉
担
当（
市
役
所
１
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
若年者専修学校等技能習得資金貸与事業

就学困難者を支援します

福祉計画課 地域福祉担当　 （584）1111 （584）3090

審議会に諮問しました
第５次総合計画基本構想原案
　市は、平成23年度から10年間のまちづくりの指針や
目標を定める、「第５次春日市総合計画」の策定を進めて
います。
　１月13日に開催した総合計画審議会（有識者、団体代
表、市民委員で構成）で、総合計画の基本的な考え方を示
す「基本構想」の原案を、市長から山

やまさき
﨑安

やすのり
則会長に諮問し

ました。
　今後、この審議会において、基本構想の審議を進め、３
月中に答申を行う予定です。
問い合わせ先　行政管理課企画担当
　　 （584）1111　 （584）1145

「
び
ん
・
カ
ン｣

の
袋

に
混
入
し
た
農

薬
入
り
の
び
ん
が
、春
日
大

野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

の
手
選
別
作
業
中
に
割
れ
た

た
め
、作
業
員
の
気
分
が
悪

く
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

農
薬
は
有
害
で
大
変
危
険

で
す
の
で
、農
薬
が
入
っ
た

ま
ま
の
び
ん
を
ご
み
と
し
て

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
の
び
ん
は
、中
身
を

完
全
に
使
い
切
り
、水
で
十

分
に
す
す
い
で
か
ら
、「
陶

器
・
金
属
類
」の
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
身
を
使
い
切
れ
ず
処
理

に
困
っ
た
場
合
は
、市
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
農薬入りのびんを捨てないで

ごみで出すのは危険です

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

▲市長から山﨑会長へ基本構想原案を諮問
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雇
用
失
業
状
況
を
考
慮
し
、市

は
、平
成
22
年
度
も
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、離
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
や
中
高
年
齢

者
な
ど
の
失
業
者
に
対
し
て
、次
の

雇
用
ま
で
の
短
期
の
雇
用
・
就
業
機

会
を
創
出
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、各
事
業
の
求
人
募
集
は
、原

則
と
し
て
市
ま
た
は
事
業
の
受
託
者

が
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）に
求
人
票
を
提
出
し
て
行
い
ま

す
。

対
象　

原
則
市
内
に
居
住
し
、求
職

し
て
い
る
人

雇
用
期
間　

原
則
６
カ
月
以
内（
更

新
が
１
回
行
わ
れ
る
場
合
あ

り
）

※　

雇
用
期
間
は
事
業
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

対
象
事
業　
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法　
公
共
職
業
安
定
所
で
求

人
情
報
を
確
認
の
上
、求
職

手
続
き
を
行
う

※　

事
業
の
詳
細
は
、各
担
当
課
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
緊急雇用対策（緊急雇用創出事業）を実施

短期の雇用・就業機会を創出

地域づくり課 商工農政担当　 （584）1111 （584）1153

事業名 仕事内容
求人
予定
人数

募集時期
（予定） 事業実施予定期間 委託先 担当課

① 違反広告物除去
業務

道路上の違反広告物を
除去する作業 3人 2月 4月〜H23年3月 春日市シルバー

人材センター
都市計画課計画担当
（584）1111
（584）1143

② 辞令原簿整理事業 市辞令原簿のデータベース入力作業 1人 2月下旬 4月〜8月 市が直接実施
総務課人事担当
（584）1111
（584）1145

③ 給食費納付推進
事業

未納状況の調査、納付
の督促など 1人 2月下旬 4月〜H23年3月 市が直接実施

教務課庶務給食担当
（584）1111
（584）1153

④ 緊急雇用対策によ
る臨時職員雇用

環境関連計画見直し事
務の補助業務 1人 2月下旬 4月〜H23年3月 市が直接実施

環境課環境計画担当
（584）1111
（584）1147

⑤ 緊急雇用対策によ
る臨時職員雇用

消費生活関連事務の補
助（データ仕分け、入力
など）

1人 2月下旬 4月〜H23年3月 市が直接実施
地域づくり課商工農政担当

（584）1111
（584）1153

■平成22年度実施事業一覧

※①は、高齢の失業者を対象とし、春日市シルバー人材センターを通して募集します。
※４月から雇用を開始する事業のみ掲載しています。ほかの事業は別途市報でお知らせします。

市
は
、市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、経
済

活
動
の
促
進
と
経
営
の
安
定
を
目
的

に
、金
融
機
関
を
通
し
て
低
利
で
事
業
資
金
を

融
資
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
制
度
は
、県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、こ
の
場
合
の
保
証

料
に
つ
い
て
も
、完
済
後
に
市
が
補
助
を
行
い

ま
す
。た
だ
し
、完
済
後
１
年
以
内
の
申
請
が
必

要
で
す
。

○
春
日
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

融
資
限
度
額　
１
０
０
０
万
円

利
率　
年
１
・
85
％
（
利
率
は
毎
年
変
更
）

返
済
期
間　

５
年
以
内（
融
資
額
が
５
０
０

万
円
以
上
の
場
合
は
７
年
以
内
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
商
工
会

　

（
５
８
１
）１
４
０
７

　

（
５
７
５
）０
７
０
２

○
信
用
保
証
料
補
助
制
度

補
助
対
象　
「
春
日
市
中
小
企
業
事
業
資
金

融
資
制
度
」を
利
用
し
た
人
で
、借
入

日
か
ら
全
額
返
済
し
た
日
ま
で
の

間
、市
内
に
住
所
ま
た
は
主
た
る
事

業
所
を
有
し
、か
つ
、継
続
し
て
事
業

を
営
ん
で
い
た
人

補
助
額　
信
用
保
証
料
と
し
て
保
証
協
会
に

支
払
っ
た
額（
還
付
金
額
を
除
く
）

申
請
期
間　
融
資
完
済
日
の
翌
日
か
ら
１
年

以
内

申
請
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当

（
市
役
所
４
階
）

　
国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141

春日市制度融資と保証料補助制度
中小企業事業者の皆さんへ

地域づくり課 商工農政担当　 （584）1111 （584）1153
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市
の
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
人
を
募
集
し
ま

す
。詳
し
く
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
先
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
市嘱託職員を募集します

平成22年４月からの任用です

業務内容　市内小学校での担任の授業補助、教材準
備の支援、教材作成

対象　春日市の英語活動（注）の趣旨を理解した上で
英語教育に熱意のある人（教員免許不要）

（注）　英語を通じて、言語や文化について体験的に
理解を深めるとともに、積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度の育成を図り、英語
の音声や基本的な表現に親しませながらコミュ
ニケーション能力の素地を養う。

任用期間　平成22年4月1日〜平成23年3月31日
※　8月の任用はありません。
勤務日数　週3日

勤務時間　原則午前9時〜午後4時（途中60分の休
憩あり）

勤務場所　市内小学校
報酬　月額7万9千円程度（有給休暇あり、社会保険・雇

用保険・賞与・交通費支給なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査・面接（英会話あり）
応募方法　2月26日㈮（必着）までに、履歴書（A4版）

と作文「私の英語との出会い」（A4縦用紙1枚以
内、字数不問）を提出する（郵送可）

応募先　学校教育課学校教育担当（〒816−8501春
日市役所）

問い合わせ先　学校教育課 学校教育担当
（584）1129 （直通） （584）1153小学校外国語（英語）活動指導員（嘱託）

業務内容　30人以下の学級編制を行っている小学６年生
の授業補助

対象　小学校教員免許を有する人
任用期間　平成22年4月7日〜平成23年3月31日
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　原則午前8時15分〜午後4時45分（途中45分の

休憩あり）
勤務場所　市内小学校

報酬　月額19万2千円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・
交通費支給なし）

募集人員　10人程度
選考方法　書類審査・面接
応募方法　2月26日㈮（必着）までに、履歴書（A4版）と志望

動機（400字以内）を提出する（郵送可）
応募先　学校教育課学校教育担当（〒816ｰ8501春日市役

所）　　

問い合わせ先　学校教育課 学校教育担当
（584）1129（直通）  （584）1153少人数学級編制に係る講師（嘱託）　　　　　　

市
は
、さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調
査
に
携
わ
る
調

査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応
募
者
は
市

の
登
録
調
査
員
と
し
て
登
録
し
、統
計
調
査
を
依

頼
す
る
際
は
、お
住
ま
い
の
地
域
な
ど
の
条
件
を

考
慮
し
ま
す
。

仕
事
内
容

▽
調
査
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

▽
調
査
担
当
区
域
の
確
認

▽
調
査
票
の
配
布
・
収
集
・
点
検

対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
20
歳
以
上
で
あ
る

▽
税
務
、警
察
、選
挙
に
直
接
関
係
が
な
い

▽
秘
密
の
保
持
が
で
き
る

報
酬　

調
査
終
了
後
、調
査
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

国
の
基
準
に
基
づ
き
支
給

応
募
方
法　
地
域
づ
く
り
課（
市
役
所
４
階
）で
配

付
す
る「
統
計
調
査
員
登
録
承
諾
書
」を
提

出
す
る

応
募
先　
地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
登録統計調査員を募集します

各種統計にご協力ください

地域づくり課 商工農政担当　 （584）1111 （584）1153
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国
民
健
康
保
険
税
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
を
支

え
る
大
切
な
財
源
で
す
。忘
れ
ず
に
期
限
内
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

は
、納
税
通
知
書
添
付
の「
口
座
振
替
申
込
用
紙
」で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。市
役
所
お
よ
び
市
内
金
融
機
関

窓
口
に
あ
る「
春
日
市
口
座
振
替
申
込
書
」で
申
し
込
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
、納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
た
延
滞
金
と
、督

促
手
数
料（
督
促
状
１
件
に
つ
き
１
０
０
円
）が
加
算
さ

れ
ま
す
。　

　

な
お
、納
期
ど
お
り
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、早
め
に
納
税
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）で
納
税
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
国民健康保険税

期限内に納付してください

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

国民年金保険料の支払いは 口座振替がお勧めです
　国民年金保険料の納付を口座振替にすれば、金融機関な
どへ行く必要がなく、納め忘れを防ぐことができ便利です。
　また、保険料の一定期間分を支払う前納制度では、現金で
の納付より割引額が大きくなります。
　前納制度は、1年、半年、1カ月ごとのものがあります。1
年または半年の前納を希望する場合は、２月末日までに預
貯金口座を持っている金融機関または年金事務所で手続き
をしてください。
通常の保険料　17万5920円（1万4660円×12月）

前納制度（1年分）を利用した場合の保険料
▷口座振替　17万2230円（3690円の割引）
▷現金　17万2800円（3120円の割引）
※　金額は平成21年度のものであり、平成22年度は変わ

る場合があります。
　なお、1年前納、半年前納は4月30日が納入期限、口座
振替の振替日となっています。

問い合わせ先　南福岡年金事務所
　　 （552）6128　 （541）7649

３
月
に
行
う
議
会
の
日
程
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
程・内
容

▽
１
日
㈪　

本
会
議（
議
案
の
上
程
、提
案
理

由
の
説
明
な
ど
）

▽
４
日
㈭　

本
会
議（
議
案
質
疑
な
ど
）、予

算
審
査
特
別
委
員
会

▽
５
日
㈮
・８
日
㈪　

各
常
任
委
員
会（
議
案

審
査
）

▽
９
日
㈫　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
10
日
㈬　

本
会
議(

補
正
予
算
議
案
採

決)

、予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
11
日
㈭　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
12
日
㈮　

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

▽
16
日
㈫
・
17
日
㈬　

本
会
議（
一
般
質
問
）

　

※　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
19
チ
ャ
ン
ネ
ル
）

で
生
放
送
を
行
い
ま
す
。

▽
18
日
㈭　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
19
日
㈮　

各
常
任
委
員
会（
議
案
採
決
）

▽
23
日
㈫　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
24
日
㈬　

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の
調

査
事
件
の
調
整
な
ど
）

▽
25
日
㈭　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑
、

討
論
、採
決
）

※　

日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。傍
聴
す
る
場
合
は
、事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
春日市議会３月定例会

傍聴しませんか

議会事務局　 （584）1111 （584）1146

知っていますか
ひとり親家庭等日常生活支援事業
　母子・父子家庭や寡婦の人を対象に、ひとり親家
庭等日常生活支援事業を実施しています。
　この事業は、技能習得のための通学や、疾病など
で一時的に生活援助や子育て支援が必要なときに
支援員を派遣して、身の回りの世話や保育をする
というものです。
　この事業を利用するには、事前に登録と利用申
請が必要です。
　なお、利用回数の制限や所得に応じた利用者負
担金があります。詳しくは、問い合わせてくださ
い。
問い合わせ先　こども未来課母子児童担当
　　 （584）1111　 （584）1115
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〜まちの話題や人の紹介〜

　1月14日、小倉地区の住吉神社で、同地区に古くから
残る「嫁ごの尻たたき」が行われました。
　これは、前年中に結婚した夫婦を祝い、早く地域にな
じんでもらおうという祭礼で、花嫁の尻を子どもたち
がワラを巻いて作った棒でたたくという奇妙な風習
（表紙写真）があります。この行為には「嫁が家に居着く
ように」とか「子宝に恵まれるように」などといった願
いが込められているといわれています。
　11年ぶりに行われた今回の祭礼の主役は宇

う の
野勝

かつ や
哉

さん、寛
ひろこ
子さん夫妻。神事が行われた後、寛子さんは、今

か今かと待ち受けていた地区の子どもたちから容赦な
くお尻をたたかれ、祝福を受けました。

11年ぶりの小倉地区伝統行事

嫁ごの尻たたき

職務遂行の決意を新たに

消防出初式

　1月10日、大利中学校（大野城市）で、春日市、大野城
市、那珂川町の消防団員と春日・大野城・那珂川消防本
部署員ら511人が参加して、「平成22年消防出初式」が
行われました。
　住民を守るために訓練などを通して日々士気を高め
ている団員・署員たち。新年を迎え、真剣な面持ちで入
場行進や展示訓練を行い、「今年1年も地域の安全を守
る」という職務遂行への決意を新たにしました。

　昨年12月15日、白水小学校の5・6年生が、下校時に
校区の清掃活動を行いました。
　開校以来、毎年行っているこの活動。児童は引率の先
生とともに、グループごとに通学路や公民館、公園を中
心に約1時間程度、ごみを拾い集めました。
　活動を終え、すっかりきれいになった街並みに、児童
たちはとても満足していました。

白水小学校5・6年生

下校時一斉清掃活動
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お
宝
文
化
人

大
絵
手
紙
展

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
で
あ
る
西に
し
む
ら村

瑞み
ず
え枝
さ
ん
が
指
導
を
行
っ
た
、市
内
・
県

外
の
小
学
生
が
描
い
た
絵
手
紙
を
展
示

し
ま
す
。同
時
に
、デ
イ
ケ
ア
施
設
の
皆

さ
ん
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、絵
手
紙
の
体
験

コ
ー
ナ
ー（
実
費
１
０
０
円
程
度
）も
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

３
月
６
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※　

こ
の
展
示
会
を
開
催
す
る
に
当

た
っ
て
、現
在
32
人
を
登
録
し
て
い

る
春
日
市
の
お
宝
文
化
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。２
月

26
日
㈮
ま
で
に
絵
手
紙
に
し
て
、社

会
教
育
課
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。当

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

日
、会
場
に
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課（
〒
816

ー
０
８
３
１
大
谷
６
ー
24
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

一
緒
に
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

第
４
回
福
岡
県
景
観
大
会

　
「
個
性
豊
か
で
美
し
く
、誇
り
を
持
っ

て
次
の
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た
め
、県

は
、ま
ち
づ
く
り
団
体
や
市
町
村
、大
学

と
連
携
し
て
、景
観
に
関
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
多
く
の
皆
さ
ん
と
語
り
合
い
、考
え

る
こ
と
を
目
的
に「
第
４
回
福
岡
県
景

観
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

３
月
７
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

九
州
国
立
博
物
館（
太
宰
府
市

石い
し
ざ
か坂
４
ー
７
ー
２
）

内
容

▽「
第
13
回
福
岡
県
景
観
文
化
展
」、「
第

22
回
福
岡
県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
建

築
賞
」の
受
賞
者
表
彰
式

※　

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、３
月
２

日
㈫
か
ら
、同
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

▽
県
内
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活

動
内
容
紹
介
パ
ネ
ル
展
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
岡
県
都
市
計
画
課
都
市
政
策
係

　

（
６
４
３
）３
７
１
２

　

（
６
４
３
）３
７
１
６

▽
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

http//w
w

w
.b-m

achi.net

ニ
コ
ニ
コ
す
こ
や
か

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

ル
ー
ル
が
簡
単
で
、大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る
運
動
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。一
人
で
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

３
月
７
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
予
定
）

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、必
ず
上

靴
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
体
育

室（
大
谷
６
ー
28
）

実
施
種
目

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
大
人

数
で
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▽
ア
ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）

▽
ド
ッ
ジ
ビ
ー（
柔
ら
か
い
フ
リ
ス

ビ
ー
を
使
っ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）

▽
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
方
法　

２
月
25
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、で
き

る
だ
け
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

第
10
回
菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
・
中
学
生

日
時　

３
月
14
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス（
小
学
生
の
部
・

中
学
生
の
部
）

▽
男
・
女
ダ
ブ
ル
ス（
小
学
生
の
部
・
中

学
生
の
部
）

参
加
費（
１
人
１
種
目
）　

５
０
０
円

申
込
方
法　

３
月
１
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢

（
学
年
）、性
別
、出
場
種
目
、電

話
番
号
、出
場
種
目（
ラ
ン
ク
）

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　

米よ
ね
く
ら倉
敬た
か
こ子

（
〒
816
ー
０
８
４
１
塚
原
台

１
ー
65
ー
１
）

（
５
９
５
）３
１
４
２（

兼
用
）

市
民
温
水
プ
ー
ル

春
休
み
短
期
水
遊
び
教
室

　

泳
力
に
合
わ
せ
て
、楽
し
み
な
が
ら

水
慣
れ
や
キ
ッ
ク
な
ど
の
水
泳
導
入
部

分
の
練
習
を
行
い
ま
す
。ま
た
、正
し
い

プ
ー
ル
の
使
い
方
な
ど
も
指
導
し
ま

す
。

対
象　

４
歳
〜
小
学
校
３
年
生

※　

プ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン（
年
間
教
室
）会

員
は
３
歳
か
ら
受
講
可
能
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
30
日
㈫
〜
４
月
１
日
㈭

（
計
３
日
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
９
時
50
分

場
所　

市
民
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー

28
）

受
講
料　

３
１
５
０
円

定
員　

30
人

申
込
方
法　

３
月
26
日
㈮
ま
で
に
、直

接
窓
口（
温
水
プ
ー
ル
フ
ロ
ン

ト
）で
申
し
込
む

※　

４
月
８
日
㈭
ま
で
に
プ
ー
ル
レ
ッ

ス
ン
会
員
に
申
し
込
む
と
、入
会
登

録
料（
３
１
５
０
円
）が
免
除
さ
れ
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５
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話
」

講
師　

福ふ
く
だ田
孝た
か
あ
き昭
さ
ん（
久
留
米
大
学

医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部

０
９
４
２（
３
４
）１
１
６
８

平
成
21
年
度
福
岡
地
区

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

障
害
の
あ
る
人
の
就
業
機
会
を
拡
大

す
る
た
め
に
、企
業
の
人
事
担
当
者
と

障
害
の
あ
る
人
が
直
接
面
談
で
き
る
場

を
設
け
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
３
日
㈬

▽
企
業
受
付　

正
午
〜
午
後
０
時
15
分

▽
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス　

午
後
０
時
15
分
〜
０
時
50
分

▽
求
職
者
受
付　

午
後
０
時
30
分
〜
３
時

▽
面
談　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

福
岡
国
際
会
議
場
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル（
福
岡
市
博
多
区
石せ

き
じ
ょ
う城

町ま
ち

２
ー
１
）

参
加
予
定
数

▽
事
業
所　

45
社

▽
求
職
者　

４
０
０
人

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
南
公
共
職
業
安

定
所

（
５
１
３
）８
６
０
９

（
５
７
４
）６
５
５
４

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

実
施
期
間
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、体
験
利
用
も
で
き
ま
す
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

身
体
状
況
に
応
じ
て
、送
迎
事
業

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す（
１

回
１
０
０
円
）。

参
加
費　

１
回
２
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
福
岡
支
部

療
養
講
演
・
相
談
会

　

同
会
会
員
と
リ
ウ
マ
チ
患
者
、そ
の

家
族
を
対
象
に
、リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
講
演
し
、相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
所　

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
１
階
視
聴

覚
ホ
ー
ル（
久
留
米
市
諏す

わ

の
訪
野

町ま
ち

１
８
３
０
ー
６
）

演
題　
「
知
っ
て
得
す
る 

リ
ウ
マ
チ
の

不
安
や
疑
問
を
解
消
し
ま
せ
ん
か

ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

　

生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま

す
。ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、不
安
や
疑
問
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
・
先
着
20
人
）

も
あ
り
ま
す
。

○
１
回
目（
医
師
講
演
会
）

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
全
般
の
治
療
や

対
処
法
に
つ
い
て
の
講
話
で
す
。

対
象　

乳
幼
児
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関

心
の
あ
る
人

期
日　

３
月
16
日
㈫

内
容　
「
こ
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
」

講
師　

小お
だ
じ
ま

田
嶋　

博
ひ
ろ
し
さ
ん（
国
立
病

院
機
構
福
岡
病
院
医
師
）

参
加
費　

無
料

定
員　

40
人
程
度

○
２
回
目（
調
理
実
習
・
交
流
会
）

対
象　

１
回
目
に
参
加
し
た
人

期
日　

３
月
19
日
㈮

内
容　

▽
調
理
実
習「
卵
や
牛
乳
を
使
わ
な

い
お
や
つ
」

▽
交
流
会「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
情
報
交

換
会
」

参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
費
）

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
方
法　

２
月
22
日
㈪
〜
３
月
５
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託
児

希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

い
き
い
き
ル
ー
ム

会
員
登
録
説
明
会

　

同
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を
利
用
し

て
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
す
。運
動
を
初
め
て
行

う
人
や
、体
力
に
自
信
が
な
い
高
齢
者

も
、無
理
な
く
運
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

同
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は
、会
員

登
録
説
明
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　
「
い
き
い
き
ル
ー
ム
会
員
証
」を

持
っ
て
い
な
い
人

日
時　

月
〜
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の

約
１
時
間
程
度

内
容　

会
員
登
録
手
続
き
、利
用
方
法

な
ど
の
説
明
、運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
、ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど

※　

説
明
会
終
了
後
は
、同
ル
ー
ム
内

で
引
き
続
き
運
動
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す（
１
時
間
ま
で
）。

利
用
料（
登
録
料
含
む
）

▽
65
歳
未
満　

１
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

１
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動
し

や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

す
る

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム（
昇

町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１

介
護
予
防
教
室

転
ば
ん
塾
参
加
者
募
集

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、や

や
虚
弱
傾
向
に
あ
り
、体
力
に
自
信
が

な
く
な
っ
て
き
た
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
運
動
教
室
で
す
。健
康
運
動
指
導
士
・

理
学
療
法
士
が
転
倒
予
防
の
た
め
の
運

動
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
う
ち
、

３
つ
以
上
に
該
当
す
る
人

※　

事
前
に
面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
項
目

▽
手
す
り
や
壁
を
使
わ
な
い
と
階
段
を

昇
れ
な
い

▽
何
か
に
つ
か
ま
ら
な
い
と
、い
す
か

ら
立
ち
上
が
れ
な
い

▽
15
分
続
け
て
歩
け
な
い

▽
１
年
以
内
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る

▽
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

日
時　

毎
週
火
曜
日
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情報ひろば

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※　

当
日
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す

が
、で
き
る
だ
け
事
前
に
相
談
希
望

時
間
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

さ
わ
や
か
憩
い
の
家（
須
玖
南

１
ー
91
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト

（
５
０
１
）１
８
８
５

※　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

点
字
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発
株
式
会
社
は
、聴
衆
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
通
り
ゃ
ん
せ
基
金
」

に
よ
り
運
営
す
る
点
字
教
室
の
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

点
字
が
初
め
て
で
、障
害
の
な

い
人

日
程　

４
月
６
日
〜
６
月
29
日
の
毎
週

火
曜
日（
祝
日
を
除
く
、計
12

回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室（
福

岡
市
中
央
区
長な

が
は
ま浜
１
ー
１
ー

34
）

講
師　

田た
な
か中
聞も
ん
た多
さ
ん（
福
岡
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
、西
日
本
短
期
大
学
非
常
勤

講
師
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
１
日
㈪
午
前
９
時
30

分
か
ら
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
社
点
字
教

室
係

（
７
５
１
）４
０
７
０

（
７
１
５
）１
１
４
８

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
、遺
言
、財
産

管
理
、死
後
事
務
処
理
、福
祉
関
係
の
相

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
５
・
６
月
の
妊
婦
と
そ

の
夫

日
時　

３
月
13
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　

１
組
４
０
０
円

定
員　

20
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

２
月
26
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※　

返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名

を
書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内)

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い

人（
お
ね
が
い
会
員
）」と「
子
育
て
の
応

援
を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）」が

支
え
あ
う
会
員
組
織「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が
」の
お
ね
が

い
会
員
に
な
る
た
め
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
生
後
３
カ
月

以
上
・
無
料
・
先
着
20
人
）も
あ
り
ま
す
。

必
要
な
と
き
に
慌
て
な
く
て
い
い
よ
う

に
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
７
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
３（
大
谷
６
ー
24
）

※　

詳
し
く
は
市
役
所
、ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇

町
３
ー
１
２
０
）、す
く
す
く
プ
ラ
ザ

（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）に
置
い
て
い

る
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

２
月
26
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、託

児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
す
が
事

務
局（
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
８
４
）７
７
０
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

fa
m

isa
p

o
@

c
ity.ka

su
g

a
.

fukuoka.jp

　寒さが厳しいとついつい暖房機器のスイッチに手が伸び
てしまいがち。そんなときは、家庭で「ウォームビズ」を応用
し、過度に暖房機器に頼らない暖かな生活を始めましょう。

ウォームビズとは
　環境省が呼びかけている、「クールビズ」の秋冬版。室温
を20℃に設定する、暖房に頼りすぎない、「働きやすく暖
かく格好良い」ビジネススタイルとして位置付けられて
います。
　冬の暖房時の室温を21℃から20℃にすると年間CO2
削減効果は約24.0kg。これは50年生の杉、約1.66本が１
年間に吸収する量に相当します。

家庭で暖かく過ごすために
▷保温性の高い下着や靴下を着用する。
▷ひざ掛けや座布団などを利用する。
▷朝食をしっかり食べる。暖かいスープや根菜類はより
効果的に体を温める。
▷部屋全体の空気を対流さ
せて足元から暖める。
▷太陽の光を取り入れて壁
や床を暖める。夜間はブラ
インドやカーテンを閉め
て熱が逃げるのを防ぐ。

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147
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福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
の
教
室

　

年
間
を
通
し
た
庭
木
の
管
理
の
基
礎

を
学
ぶ「
緑
の
教
室
」の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
し
、全
日
程
受
講

で
き
る
人

日
程　

５
月
〜
12
月
の
第
３
日
曜
日

（
８
月
の
み
第
４
日
曜
日
）

時
間

▽
Ａ
コ
ー
ス　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
Ｂ
コ
ー
ス　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

内
容

▽
５
月　

樹
木
の
特
性
と
樹
木
観
察

▽
６
月　

庭
木
の
整せ

い
し姿
と
せ
ん
定

▽
７
月　

樹
木
の
病
害
虫
と
防
除

▽
８
月　

観
葉
植
物
の
管
理

▽
９
月　

樹
木
の
殖
や
し
方

▽
10
月　

樹
木
の
植
栽
と
移
植

▽
11
月　

土
と
肥
料
の
基
礎
知
識

▽
12
月　

庭
作
り
の
基
礎
知
識

場
所　

同
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
コ
ー
ス
50
人
程
度（
申
込
多

数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

３
月
２
日
㈫
〜
20
日
㈯

（
必
着
）に
、ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
、電
話（
フ
ァ
ッ

ク
ス
）番
号
、希
望
コ
ー
ス
を
書

い
て
送
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
込

可
）

※　

受
講
決
定
者
に
つ
い
て
は
、４
月

10
日
㈯
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
緑
の
教
室
」受
付
係（
〒
839
ー

１
２
１
３
久
留
米
市
田
主
丸
町

益ま
す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

地
域
労
働

教
育
講
座
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

県
と
福
岡
市
は
、勤
労
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
労
働
教
育
講
座
、経
営
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
労
働
経
営
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

○
福
岡
地
域
労
働
教
育
講
座

日
時　

３
月
３
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

テ
ー
マ　

労
働
問
題
の
対
応
に
つ
い

て
〜
労
使
紛
争
解
決
方
法
の

選
択
ポ
イ
ン
ト
〜

○
福
岡
地
域
労
働
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

３
月
11
日
㈭

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

テ
ー
マ　

復
職
支
援
か
ら
見
え
て
く

る
こ
と
〜
職
場
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
〜

場
所　

福
岡
市
立
婦
人
会
館（
福
岡
市

中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
２
ー
５
ー
１
）

定
員　

各
48
人（
申
込
先
着
順
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
労
働
政
策
課

（
６
４
３
）３
５
８
５

（
６
４
３
）３
５
８
８

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　

食
品
衛
生
法
で
施
設
ご
と
に
配
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、食
品
衛
生
責

任
者
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た

め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

修
了
し
た
人
に
は
、修
了
書
を
交
付

し
ま
す
。

対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
な

ど

日
時　

３
月
４
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

※　

途
中
の
入
退
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

受
講
料　

８
０
０
０
円

定
員　

２
８
０
人

※　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
管
内

で
、現
に
営
業
し
て
い
る
人
を
優
先

し
て
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、電

話
番
号
、フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
食
品
衛

生
協
会

（
５
７
５
）５
０
５
６

（
９
８
２
）８
３
１
９

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

新
春
講
演
会

　

元
気
が
出
る
話
を
聞
い
て
、心
に
安

ら
ぎ
を
持
ち
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、手
話
通
訳
・
託
児

（
無
料
・
生
後
６
カ
月
〜
未
就
学
児
・
前

日
ま
で
に
要
申
込
）も
あ
り
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
20
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　
「
元
気
で
美
し
く
歳
を
か
さ
ね

よ
う
」

講
師　

富と
み
や
す安
兆よ
し
こ子
さ
ん（
高
齢
社
会
を

よ
く
す
る
北
九
州
女
性
の
会
代

表
）

問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
春
日　

松ま
つ
ざ
き崎

（
５
９
１
）１
２
７
３（

兼
用
）

筑
山
会

古
文
書
講
読
講
座（
初
級
・
中
級
）

　

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
解
読
し
な
が

ら
、当
時
の
社
会
制
度
や
人
々
の
暮
ら

し
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

日
程（
い
ず
れ
も
計
22
回
）

▽
初
級　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

▽
中
級　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
ー
57
）

講
師　

山や
ま
だ田　

稔
み
の
る
さ
ん（
近
世
地
方
文

書
研
究
会
会
長
）

受
講
料　

月
額
１
０
０
０
円

定
員　

40
人（
初
め
て
の
人
を
優
先
）

申
込
方
法　

３
月
15
日
㈪（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、希
望
級

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務

局　

横よ
こ
や
ま山　

實
み
の
る（
〒
816
ー

０
８
２
２
ち
く
し
台
２
ー
92
）

（
５
８
５
）５
１
３
４

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

２
月
19
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
申
込
：
〜
午
後
２
時
）

場
所　

福
岡
市
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
第

１
会
議
室（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か

坂さ
か

２
ー
５
ー
８
）

内
容

▽
夫
婦
、親
子
、遺
産
な
ど
の
も
め
ご
と

▽
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

▽
金
銭
、土
地
、家
屋
に
つ
い
て
の
争
い

▽
交
通
事
故
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
家
事
調
停
協
会

（
５
１
０
）０
４
１
６
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情報ひろば

ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０

か
す
が
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

　

全
国
都
道
府
県
１
８
０
０
の
市
町
村

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
す
る

「
ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０
」の
一
環
と

し
て
、市
内
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日　

３
月
21
日
㈰（
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

集
合
場
所　

春
日
公
園
こ
ど
も
広
場

（
原
町
３
ー
１
ー
４
）

※　

専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

コ
ー
ス

▽
ニ
コ
ニ
コ
コ
ー
ス（
５
㎞
）

▽
健
脚
コ
ー
ス（
10
㎞
）

参
加
費（
保
険
代
含
む
）

▽
一
般　

３
０
０
円

▽
福
岡
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
加
盟
団

体
会
員　

２
０
０
円

※　

参
加
費
は
当
日
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

持
っ
て
く
る
も
の　

飲
料
、軽
食
、帽

子
、歩
き
や
す
い
服
装
、靴

申
込
方
法　

３
月
18
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、参
加
申
込
用
紙
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
送
る

※　

申
込
用
紙
は
、市
役
所
、い
き
い
き

プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）、ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

に
置
い
て
い
ま
す
。

な
お
、当
日
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
が
、地
図
な
ど
が
不
足
し
、

渡
せ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
ウ
ォ
ー
ク

日
本
１
８
０
０
係

（
４
３
６
）３
０
８
８

（
４
３
６
）３
１
０
７

宝
町
地
区
公
民
館

管
理
人
募
集

対
象　

住
み
込
み
が
可
能
な
人（
夫
婦

可
）

業
務
内
容　

施
設
内
外
の
清
掃
、備
品
・

器
具
の
管
理
、火
災
・
盗
難
防
止

な
ど
の
安
全
管
理

場
所　

同
公
民
館（
宝
町
４
ー
15
ー
３
）

休
日　

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
、盆

期
間（
有
給
休
暇
あ
り
）

応
募
方
法　

２
月
27
日
㈯
の
午
前
中
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
伝
え
る

※　

応
募
の
際
に
、手
当
て
な
ど
の
詳

細
を
説
明
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
地
区
自
治

会　

川か
わ
さ
き崎
、田た
な
か中

（
５
８
２
）９
９
９
５（

兼
用
）

か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
社
協

出
店
者
募
集

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。不

用
品
や
家
で
眠
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が

あ
れ
ば
、出
店
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
18
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

出
店
料 

５
０
０
円

募
集
店
数　

50
店（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法 

３
月
31
日
㈬
ま
で
に
、電
話

か
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地

域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

「
2
0
1
0
シ
ニ
ア
美
術
展
」作
品
募
集

　

60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。出
品
さ
れ
た
作
品
は
す
べ
て
、

県
立
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、入
賞
作
品
は
秋
に
開
催
す
る

「
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

祭
」の
メ
イ
ン
会
場
に
も
展
示
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
、昭
和
26
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（
福
岡
県
美
術
協
会
会
員
は
除

く
）

募
集
作
品　

日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、工

芸
、書
、写
真
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン

申
込
期
間　

２
月
20
日
㈯
〜
４
月
20
日

㈫（
作
品
搬
入
は
別
日
）

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、県
立
美
術
館
で
の
展
示
は
、

５
月
11
日
㈫
〜
23
日
㈰
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
美
術
協
会

（
７
１
３
）４
２
０
０（

兼
用
）

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
イ
ル
・
ヨ
ー
ガ

教
室
生
募
集

　

健
康
的
で
引
き
締
ま
っ
た
体
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

　

見
学
・
体
験
は
無
料
で
す
。

日
時　

火
曜
日
の
部
、水
曜
日
の
１
部
・

２
部
、木
曜
日
の
部（
各
部
と
も

月
４
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時　

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
各
２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

吉よ
し
だ田

０
９
０（
９
０
７
５
）８
９
９
５

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

メ
ン
バ
ー
募
集

　

昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、基
本

ス
テ
ッ
プ
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

初
心
者

日
時　

毎
月
第
１
〜
３
金
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　

宝
町
地
区
公
民
館（
宝
町
４
ー

15
ー
３
）

会
費　

月
額
５
２
５
０
円

※　

別
途
、入
会
金
５
０
０
０
円
と
エ

ア
コ
ン
代
１
０
０
０
円（
年
額
）が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

石い
し
む
ら村

０
９
０（
５
２
８
４
）７
４
５
８

（
４
０
４
）２
３
８
８

小
グ
ル
ー
プ

韓
国
語
講
座

　

講
師
の
先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、韓
国
語
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

　

年
に
１
回
程
度
、韓
国
旅
行
に
も
行

き
ま
す
。

日
時　

毎
週
１
回

※　

時
間
、曜
日
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

コ
ー
ス

▽
０
歳
か
ら
の
韓
国
語

▽
簡
単
な
文
章
作
り
と
会
話

▽
日
記
と
会
話

▽
検
定
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
会
話

※　

３
月
か
ら
無
料
体
験
も
行
い
ま

す
。

会
費　

月
額
４
５
０
０
円

※　

毎
回
の
お
茶
代
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

定
員　

10
人

問
い
合
わ
せ
先　

田た
な
か中

０
８
０（
３
１
８
６
）４
８
２
６

（
９
２
３
）９
７
２
１
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野
菜
の
効
能

　
　

野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

と
い
っ
た
微
量
栄
養
素
や
食
物
繊

維
を
豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

　
　

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
は
、食
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、体
の
機

能
の
調
節
に
か
か
わ
る
、重
要
な

働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。ビ
タ
ミ

ン
は
、食
事
で
取
っ
た
栄
養
を
体

内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
際
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。ミ
ネ
ラ
ル
は
、カ

リ
ウ
ム
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、鉄
な
ど

の
総
称
で
す
。カ
リ
ウ
ム
は
体
内

の
塩
分
を
調
節
し
、カ
ル
シ
ウ
ム

は
骨
や
歯
を
丈
夫
に
し
ま
す
。ま

た
、鉄
は
貧
血
予
防
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
　

食
物
繊
維
は
と
り
す
ぎ
た
栄
養

を
体
外
に
排
出
し
、メ
タ
ボ
予
防

に
効
果
的
で
す
。

野
菜
の
摂
取
状
況

　
　

平
成
20
年「
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
の
概
要
」に
よ
る
と
、20
歳

以
上
の
野
菜
の
平
均
摂
取
量
は

２
９
５
・
３
ｇ
（
う
ち
緑
黄
色
野
菜

98
・
４
ｇ
）と
な
っ
て
お
り
、残
念

な
が
ら
先
に
述
べ
た
目
標
に
は
及

び
ま
せ
ん
で
し
た
。

旬
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　
　

ス
ー
パ
ー
に
は
１
年
中
い
ろ
い

ろ
な
野
菜
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、

旬
の
野
菜
に
は
い
ろ
い
ろ
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
旬
の
野
菜
は
栄
養
価
が
一
番
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
旬
の
野
菜
に
は
季
節
に
合
っ
た

作
用
を
も
た
ら
す
も
の
が
多
く

出
回
っ
て
い
ま
す
。冬
の
野
菜

は
体
を
温
め
る
も
の
が
多
く
、

夏
の
野
菜
は
火
照
っ
た
体
を
冷

や
す
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

③
旬
の
野
菜
は
自
然
の
ペ
ー
ス
で

育
っ
て
い
る
の
で
、育
て
る
コ

ス
ト（
肥
料
や
燃
料
な
ど
）も
低

く
な
り
、収
穫
量
も
多
く
よ
く

出
回
る
の
で
、比
較
的
安
く
な

り
ま
す
。

　

野
菜
は
、加
熱
す
る
と
か
さ
が

減
っ
て
多
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。蒸
し
料
理
な
ど
も
、野
菜
の
旨
味

を
味
わ
え
て
良
い
で
す
ね
。

　

１
日
の
野
菜
の
摂
取
目
標
量
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
健
康
日
本

21
」に
よ
る
平
成
21
年
度
の
平
均
摂
取
目
標
量
は
３
５
０
ｇ
で
、そ
の

う
ち
１
２
０
ｇ
は
緑
黄
色
野
菜
で
取
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
食
事
で
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、生
活
習
慣
病
の
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

たんぽぽメール
　昨年の12月、子育て支援センターで「かすがですくすく」とい
う集いを行いました。
　「子育て支援センターってどんなところ？」、「子育ての情報
収集や仲間作りの方法は？」など、さまざまな疑問を持っている
春日市に転入したばかりの親子を対象に、歌遊びをしたり、パネ
ルシアターを見たり、みんなで体操やダンスを踊ってみたりと、
楽しい時間を過ごしました。

　参加したお母さんたちから「親子でできる体操やストレッチ、
ヨガやリトミックなどはないですか？」と要望があり、親子ででき
る活動をとても楽しみにしているようです。
　今たんぽぽルームで行っているタッチケアに加え、新たに親

子できるストレッチや体操などを計画中ですので、楽しみにして
いてください。
　同センターに置いてある「たんぽぽルーム便り」もお見逃しな
く。

も
っ
と
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
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髙
たかはし

橋 愛
あい

翔
と

ちゃん（若葉台西）
平成21年2月15日生

富
とみまつ

松 すずちゃん（日の出町）
平成20年2月22日生

甲
か い

斐 帆
ほ の か

乃花ちゃん（千歳町）
平成21年2月18日生

福
ふくより

頼 光
ひかる

ちゃん（春日原北町）
平成21年2月23日生

魚
お

返
がえり

 直
なお

人
と

ちゃん（光町）
平成21年2月25日生

２月後期

４
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
３
月
１
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口    1/15現在

◎総人口  109,361人

女 　56,094人

男　 53,267人

◎世帯数  43,954世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲サンサンコンサートで歌声を響かせる子どもたち

日の出小学校
所在地　日の出町3ｰ1ｰ10
（572）4456　 （572）4445

　本校は平成１１年４月に春日市で１１番目の小学校とし
て日の出町に開校しました。平成21年12月現在、児童数
３９４人で１５学級です。「地域を愛し、たくましく生きる子ど
も」を学校の教育目標に掲げ、地域に愛着と誇りを持てる
子どもの育成を目指しています。
　本校はコミュニティ・スクールとして、学校、家庭、地域の
連携を大切にした教育活動を進めています。「サンライズ
ティチャー」と称する地域のゲストティチャーの皆さんには、

さまざまな授業でご協力をいただいています。生活科の野
菜づくりや紙飛行機づくり、総合的な学習の地域の花いっ
ぱい運動や事故０作戦など、子どもたちは地域の皆さんと
いっしょに楽しく学習しています。本校のオリジナルのノート
である「日の出っ子ノート」は、子どもの日々の作文を通して
親子のコミュニケーションを図ったり、家庭と学校の連絡に
活用したりしています。
　ふれあい運動会やふれあいサンフェスタなど、学校と地
域との共催の行事があることも本校の特色です。修学旅
行や歓迎遠足にも地域の皆さんに参加していただき、子ど
もたちとの良きふれあいの機会になっています。このような
学習や行事を通して、子どもたちは地域の皆さんとのきずな
を深めています。
　また、歌声づくりは開校以来、力を入れて指導していま
す。本校には校歌のほかにも組曲「マイスクール日の出」、

「日の出音頭」、「この町にあるのは」の3つの曲があり、
卒業式などの行事で歌っています。毎年秋に行われるサン
サンコンサートでは、子どもたちは心を一つにして美しい歌
声を響かせています。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。



　毎年欠かさず取材に行く国指定の重要
無形民俗文化財「春日の婿押し（婿押し祭
り）」ですが、例年市報に掲載できるスペー
スはわずかなもの。なかなかこの伝統行事
の詳細を皆さんに紹介することができませ
んでしたが、今年は国指定後15周年。良い
機会だと考え、思い切って特別企画を行い
ました。
　今年は前日に大寒波が襲い、その寒さが
残る中でも、締め込み姿で声を張り上げ、
堂 と々祭りを執り行う氏子の皆さん。今回、
これまで祭りを知らなかった人にもその勇
壮な姿を伝えることができれば幸いです。
　また、直前には小倉地区の住吉神社で
11年ぶりとなる「嫁ごの尻たたき」も行われ
ました。数時間で2つの伝統行事を取材する
というバタバタとした日でしたが、春日市の
歴史をじかに感じることができ、貴重な1日
となりました。　　　　　　　　　　　 ユ

炭
すみがま

窯

　昭和59年に発掘調査を行った春日

平田遺跡（平田台３丁目）は、古墳時代

後期の集落跡です。

　この集落跡の南斜面から鉄の生産

に使う炭を焼いた6世紀後半の炭窯

が発見されました。全長約8ｍ、床面の

幅は1ｍ弱で、本体の側面に材を出し

入れする穴が並んでいることから、通称

「ヤツメウナギ」と呼ばれています。

（奴国の丘歴史資料館）
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